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ユニコーンが
現れた！

保科　正夫小野瀬　拡
　ベンチャー企業の分野では「ユニコー
ン」が注目されています。ユニコーンと
は、株式市場に上場することなく10億ドル以上もの評価額を
もった会社のことです。それぐらいの企業なら上場するもの
でした。だから数年前にはそんな上場しない企業は「存在する
かどうかわからない」といわれていました。角の生えたユニコ
ーンも「存在するかどうかわからない」幻の動物です。だから
ユニコーンと呼ばれたわけです。
　最近、世界では評価額500億ドルとなったUberや同じく200
億ドルとなったAirBnBなどのユニコーンが現れました。上場
が一つのゴールどころか通過点でもなくなったかのようです。
ベンチャー企業の地位向上、価値観の多様化、なども関係し
ているでしょう。
　ところで、『日本ベンチャー学会会報』第75号のアレン・マ
イナー氏へのインタビュー記事には興味深い指摘があります。
以下、私なりの乱暴な要約です。かつて企業をめぐる様々な
問題がありました。そこで上場の規制を厳しくしたら、企業
は上場しなくなりました。一方で投資銀行も、「失敗しそうな
小さな会社」から「失敗しそうにない大きな会社」に投資するよ
うになりました。そんな出資を受けるような企業から見れば、
面倒な上場をしなくてもお金は入ってくる状態になりました。
こうしてユニコーンが現れた、というわけです。
　現時点での事実やデータを見るだけではなく、その背景を
見てみようとすることで全く違った景色が浮かび上がります。
その背景をどこまで分析できるかが、現時点での私の研究課
題です。

放射線治療
人材教育センター

　人類に投げかけられている難題である
“がん”と私の関わりは、40年を超える。
その中、私は放射線治療における線量評価と安全な治療のた
めの管理を専門としてきた。現在、日本では“がん”によって
毎年、約36万人の方々が亡くなられており、例えば、品川区
の区民が忽然と消失しているとも云える。また、がん罹患数
が約86万人/年（2012年）であることを考え合わせると、一層気
持ちが萎える思いである。
　大学病院を含めた一般的な病院で放射線治療に利用されて
いる直線加速器（リニアック）が日本に導入されたのは1900年
代中期、東京オリンピック当時であり、まだ、半世紀ほどの
経験である。医療は“がん”に対して総合力（外科療法、化学療
法、放射線療法）で、これに立ち向かってきたし、これからも
そうであろう。しかし、欧米に比べ日本は放射線治療の活用
が低迷している。2007年のデータによると、がん患者の放射
線治療の適応は、米国66%、ドイツ60%、英国56%、一方、我
が国では29%と有意に低い。対がん医療は総合力のどれ一つ
として欠けてはならない。しかしながら、欧米に比して我が
国における放射線療法の適用が進んでいない。要因の一つと
して専門スタッフの数の不足が挙げられる。
　駒澤大学で先般締結された産学連携プロジェクトである“放
射線治療人材教育センター”は、学部、大学院の教育だけでな
く、社会への開放による日本の放射線治療技術の底上げに繋
げるプロジェクトである。駒澤大学の皆さんのご理解を得な
がら、このプロジェクトが少しでも先に進んでいくことを願
っている。

経営学部教授 医療健康科学部教授

　学校法人駒澤大学と株式会社バリアンメディカルシステムズが、日本で初めて、
産学連携による「放射線治療人材教育センター」を設立します。同センターは、
現在建設中の開校130周年記念棟「種月館」に設置されます。これに伴い、11月
28日（月）に深沢キャンパスで調印式を執り行いました。
　この産学連携事業は、癌治療３本柱の一つである「放射線治療の専門技術者の
人材育成」のため、共同で高度な放射線治療の実施を支援する教育コースを提供
するものです。
　同センターでは、バリアン社のリニアック（医療用直線加速器）である
TrueBeam（TM）と、放射線治療計画システムEclipse（TM）、放射線治療デー
タ管理システムARIA（R）の実機を利用します。学外の医療従事者に対しては、
技術に関する知識やスキル向上を目的として、また本学医療健康科学部・医療健
康科学研究科の学生・大学院生等に対しては、技術教育の高水準化をはかる取り
組みとなります。
　国内における癌罹患者数の増加に鑑みると、放射線治療を高い水準で実施でき
る熟練した医療従事者の数を増やすことは重要であり、このたびのバリアン社と
のコラボレーションにより、人材をより多く育て、重要な技術の有効性を高める
機会を持つことが期待できます。

産学連携事業による「放射線治療人材教育センター」を設立

株式会社バリアンメディカルシステムズ
　米カリフォルニア州パロアルトに本社を置く、放射
線治療医療機器とソフトウエアのリーディングカンパ

ニー。癌治療およびX線画像
の先進テクノロジーを世界
に提供することで、命を救う
ことに全力を挙げている。

バリアン社のリニアック
TrueBeam
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